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楽しい！グラウンド・ゴルフに夢中楽しい！グラウンド・ゴルフに夢中

暑さの中で熱い戦い暑さの中で熱い戦い

入賞者の皆さん、おめでとうございます！入賞者の皆さん、おめでとうございます！
大会結果は８ページに掲載しています大会結果は８ページに掲載しています
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

会
長
あ
い
さ
つ「

地
域
大
家
族
」
と
い
う
考
え
方

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
　
会
長
　
奥
之
山
　
隆

　

こ
の
国
の
安
定
感
は
、
中
央
政

府
が
ガ
タ
ガ
タ
し
て
も
、
皇
室
の

存
在
と
地
方
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
、
若
い
時
に

聞
い
た
こ
と
が
今
も
脳
裏
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

農
家
の
長
男
と
し
て
、
農
業
高

校
を
卒
業
し
農
業
に
従
事
す
る
一

方
で
、
す
ぐ
消
防
団
、
青
年
団
に

入
団
し
、
や
が
て
は
子
ど
も
会
青

年
リ
ー
ダ
ー
ス
会
員
と
し
て
、
ま

た
、
農
協
青
年
部
等
々
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
の
中
で
、
前
述
し

た
こ
と
を
体
感
で
き
た
世
代
と
し

て
、
そ
の
様
々
な
経
験
が
、
私
の

今
の
思
想
を
形
成
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
し
、
正
し
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
地
域
に
当
た
り
前
と
し

て
あ
っ
た
子
供
会
連
合
会
や
青
年

団
、
婦
人
会
な
ど
の
地
域
団
体
は

時
代
の
流
れ
の
中
で
無
く
な
り
、

残
っ
て
い
る
の
は
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
）

だ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
こ
そ
こ
の
地
域
の
力

を
再
認
識
さ
せ
る
時
が
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
子

ど
も
は
地
域
の
中
で
育
て
ら
れ
る

と
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
構
想
」、
そ
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

文
化
」
で
あ
る
大
切
な
中
学
校
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
ど
う
受
け

と
め
ら
れ
る
か
、
地
域
に
お
け
る

防
犯
や
防
災
も
そ
う
で
す
し
、
国

が
法
律
を
つ
く
り
、
孤
立
・
孤
独

の
高
齢
者
、
身
よ
り
の
な
い
高
齢

者
を
地
域
で
何
と
か
で
き
な
い
か

と
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
が

厳
し
く
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

受
け
入
れ
が
で
き
な
い
高
齢
者

を
、
地
元
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
で

ん
で
ん
体
操
会
で
面
倒
を
み
て
も

ら
え
な
い
か
な
ど
、
様
々
な
こ
と

を
地
域
の
力
に
期
待
す
る
と
い
う

考
え
方
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
以
前
提
案
し
ま
し
た
の

が
、「
地
域
大
家
族
構
想
」
で
す
。

我
が
家
に
は
子
や
孫
は
い
な
い
が

周
り
に
は
い
る
、
我
が
家
に
は
祖

父
母
は
い
な
い
が
地
域
に
は
い
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
状
況

に
配
慮
し
な
が
ら
互
い
に
助
け
あ

う
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
元

の
小
学
校
を
核
に
地
域
が
大
き
な

家
族
の
よ
う
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も

「
我
ら
の
す
べ
き
仕
事
は
何
か
を

考
え
行
動
す
る
シ
ニ
ア
」
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

　

袋
井
市
に
唯
一
生
き
残
っ
て
い

る
歴
史
的
な
地
域
団
体
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井

市
）
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

顧問・正副会長・監事
役　　名 氏　　名

顧　問 袴田　定男

会　長 奥之山　隆

副会長 寺井　雄二

副会長 山田　宗男

副会長 鈴木あさ子

監　事 谷本　　守

監　事 荒井　邦夫

常任理事
地　　区 氏　　名

高　尾
渡邉　　豊

中村　ふじ

袋井西
竹内　利平

宮澤　清子

袋井北
村松　　尚

村松　伊津

袋井東 石川　哲男

今　井 久野　誠一

田　原 鈴木　清一

山　梨 鈴木　　享

浅羽北 松田　健司

東浅羽 永田　　進

事務局
役　　名 氏　　名

事務局長 金原　正佳

事務員 鈴木　佳子

　４月 21 日、袋井市教育会館大会議室を会場

に、令和８年度理事会を開催しました。理事会

は、全会員が出席して行う総会に替わるもので、

理事（各単位クラブの会長）の出席で、令和７

年度事業の総括や令和８年度事業について意見

を聞きました。

　来賓として、袋井市副市長大河原幸夫様、静

岡県議会議員伊藤謙一様、袋井市市民生活部

長清水修二様にご出席いただき、理事 25 名中

24 名の出席を得て、功労者・功労クラブへ表

彰状・感謝状を贈呈した後、令和７年度事業報

告並びに収支決算報告、令和８年度役員（案）、

令和８年度事業計画（案）並びに収支予算（案）

について、審議いただき、いずれも提案どおり

承認されました。

　令和８年度の役員は以下のとおりです。

令和８年度理事会を開催しました

　令和８年度も令和７年度以上

の活動ができるよう、役員一同

鋭意取り組んでまいりますの

で、会員の皆様のご支援をお願

い申し上げます。

（3）第 43 号 令和 8 年 8 月



私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

令和８年度の主な事業をお知らせします
月 日 会　場

4 21 シニアクラブ袋井市理事会 袋井市教育会館　4 階大会議室

5 14 シニアクラブ静岡県単位クラブ新任会長研修会 磐田市　i プラザ

6

1 くす玉作り講習会 今井コミュニティセンター

4 くす玉作り講習会 袋井北コミュニティセンター

10 グラウンド・ゴルフ大会 広岡河川公園

16 くす玉作り講習会 浅羽東コミュニティセンター

24 関東甲信越静ブロック
老人クラブリーダー研修会

掛川市  つま恋彩の郷
25

9

3 くす玉作り講習会 袋井北コミュニティセンター

11 レクリエーションダンス講習会 袋井北コミュニティセンター

17 会員研修会 袋井市教育会館　4 階大会議室

29 輪投げ大会 さわやかアリーナ

10

9 レクリエーションダンス講習会 袋井北コミュニティセンター

20 シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会 島田市　川越広場

31
文化祭作品展 袋井北コミュニティセンター

11

1

2〜10 文化祭作品展作品市民ギャラリー展示 袋井市役所市民ギャラリー

24 シニアクラブ静岡県西部地区輪投げ大会 エコパサブアリーナ

26・27 全国老人クラブ大会 鳥取県

27 レクリエーションダンス講習会 袋井北コミュニティセンター

12
4 シニアクラブ静岡県輪投げ大会 焼津市　シーガルドーム

5 文化祭芸能発表会　 袋井南コミュニティセンター　中央ホール
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
団
体
、
個
人
の
表
彰
者
の
皆

さ
ま
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
８
年
表
彰

袋
井
西
地
区　

袋
井
や
わ
ら
ぎ
会

鈴
木　

宰
子

袋
井
西
地
区　

方
丈
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

宮
澤　

清
子

田
原
地
区　

新
池
ク
ラ
ブ名

倉
喜
八
郎

田
原
地
区　

新
池
ク
ラ
ブ鈴

木　

清
一

東
浅
羽
地
区　

東
部
老
人
ク
ラ
ブ

太
田　

芳
春

☆
４
年
表
彰

袋
井
西
地
区　

袋
井
や
わ
ら
ぎ
会

豊
本　
　

豊

袋
井
西
地
区

方
丈
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

（
故
）
村
松　

秀
雄

袋
井
北
地
区　

祥
友
会

原　
　

睦
雄

袋
井
北
地
区　

弥
生
会

山
本　
　

哲

袋
井
東
地
区

下
貫
名
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
元
気
会

　

 

諸
井　

恒
夫

今
井
地
区　

東
寿
会

榊
原
小
四
郎

☆
優
良
会
員
・
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰

地
区
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び
単
位
ク

ラ
ブ
で
、
活
動
成
績
が
優
良
で
あ

る
ク
ラ
ブ
及
び
会
員
で
す
。

今
井
地
区　
　

右
島　

康
弘

[

評
価
さ
れ
た
活
動
内
容]

　

令
和
４
年
９
月
に
、
地
域
の
シ

ニ
ア
世
代
の
親
睦
と
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
会
員
増
を
目
的
に
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
会
員
非
会
員
を
問
わ
ず
参

加
で
き
る
今
井
シ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
会(

通
称
１
０
０
円

ゴ
ル
フ)

を
立
ち
上
げ
、
以
来
毎

月
大
会
を
実
施
し
、
累
計
参
加
人

数
は
１
３
０
０
人
に
達
し
た
。

袋
井
北
地
区　
　

弥
生
会

　

[

評
価
さ
れ
た
活
動
内
容]　

　

平
成
５
年
か
ら
33
年
間
に
わ
た

り
、
旭
町
の
公
園
の
ト
イ
レ
清
掃

お
よ
び
花
壇
の
整
備
を
、
会
員
が

月
１
回
分
担
し
て
行
っ
て
い
る
。

東
浅
羽
地
区　

西
部
老
人
ク
ラ
ブ

　

[

評
価
さ
れ
た
活
動
内
容]

　

浅
羽
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
管
内
の
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
防
止
を
図
る
た
め
、
飛
び
出
し

防
止
の
看
板
を
４
基
作
成
し
て
、

危
険
個
所
に
設
置
し
、
園
児
や
学

童
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
た
。

☆
会
員
加
入
促
進
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰

袋
井
西
地
区　

袋
井
や
わ
ら
ぎ
会

＊
新
規
加
入
者
数
８
人

　

増
加
率
40
％

袋
井
東
地
区　

松
栄
会

＊
新
規
加
入
者
数
11
人

　

増
加
率
41
％

直　

轄　
　

袋
井
元
気
ク
ラ
ブ

＊
新
規
加
入
者
数
10
人

　

増
加
率
16
％

☆
新
設
ク
ラ
ブ
表
彰

今
井
地
区　
　

深
友
会

会
員
数　

17
名

今
井
地
区　
　

太
田
交
友
会

会
員
数　

23
名

※
感
謝
状（
常
任
理
事
退
任
者
）

☆
田
原
地
区　

新
池
ク
ラ
ブ

名
倉
喜
八
郎

表
彰
者
・
表
彰
ク
ラ
ブ
・
感
謝
状
贈
呈
者

表
彰
者
・
表
彰
ク
ラ
ブ
・
感
謝
状
贈
呈
者

新設クラブ表彰の2クラブ新設クラブ表彰の2クラブ
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

令和８年度　会計収支予算令和８年度　会計収支予算

● 収入の部 ● 単位：円

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 説　　明

１　会　費 599,000 590,000 9,000 600 円× 931 人、1,500 円× 27 クラブ
２　市補助金 4,873,000 5,145,000 △ 272,000 シニアクラブ運営費、単位クラブ活動費等
３　助成金 373,000 354,000 19,000 市社会福祉協議会・県老人クラブ連合会助成金
４　寄付金 5,000 3,000 2,000 歳末助け合い募金等
５　手数料 20,000 20,000 0 シニアクラブだより発行手数料
６　雑収入 494,000 490,000 4,000 カラオケ機器賃借料負担金、芸能発表会出演者負担金等
７　繰越金 1,516,000 2,695,000 △ 1,179,000 前年度繰越金
収入合計 7,880,000 9,297,000 △ 1,417,000

● 支出の部 ● 単位：円

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 説　　明

１　事務局費 2,122,000 2,340,000 △ 218,000 シニアクラブ袋井市運営費
２　活動交付金 1,904,000 1,870,000 34,000
　（1）単位クラブ活動費 1,489,000 1,459,000 30,000 単位クラブ活動交付金
　（2）地区活動費 233,000 231,000 2,000 地区健康活動事業費
　（3）趣味クラブ活動費 182,000 180,000 2,000 趣味クラブ活動費
３　活動事業費 1,242,000 1,951,000 △ 709,000
　（1）活動促進事業費 564,000 1,078,000 △ 514,000 研修会、指導員・文化活動費
　（2）健康づくり介護
　　　予防活動促進事業費 485,000 567,000 △ 82,000 健康づくり活動費、スポーツ大会開催費

　（3）地域支え合い事業費 193,000 306,000 △ 113,000 交通安全、地域支え合い支援活動費
４　若手高齢者組織化
　　　　活動支援事業費 96,000 212,000 △ 116,000 クラブ活性化支援推進費

SC 活性化委員会費用弁償等
５　活動支援強化事業費 2,461,000 2,640,000 △ 179,000 推進員賃金等
６　雑費 10,000 10,000 0 雑支出
７　予備費 45,000 274,000 △ 229,000 予備費
支出合計 7,880,000 9,297,000 △ 1,417,000
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

一
昨
年
３
月
に
閉
館
し
た
白
雲

荘
で
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い

た
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
、
昨
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井

市
の
直
轄
団
体
「
袋
井
元
気
ク
ラ

ブ
」
に
加
入
し
、
現
在
５
グ
ル
ー

プ
46
人
が
、
北
部
地
域
の
宇
刈
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
と
、
南
部
地
域

の
笠
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
両

施
設
の
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
袋
井
市
が
借
り
上
げ
、
そ

の
費
用
を
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
負
担
す
る
形
で
の
活
動
が
２
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
２

〜
３
時
間
程
度
の
活
動
を
月
平
均

２
回
程
度
実
施
し
て
お
り
、
中
に

は
宇
刈
と
笠
原
の
両
施
設
を
上
手

に
使
っ
て
月
４
回
（
１
週
間
に
１

回
）
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
費
用
負
担
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
気
の
合
う
仲
間
と
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
め
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
だ
」、「
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
や
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
で
歌
う

よ
り
は
る
か
に
安
価
で
、
気
楽
に

楽
し
め
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
好
グ
ル
ー
プ

に
は
、
袋
井
元
気
ク
ラ
ブ
の
会
員

だ
け
で
な
く
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

員
や
、
非
会
員
の
市
外
の
方
も
い

ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
愛
好
グ

ル
ー
プ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？　

既
に
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
と
い
う
方

は
、
改
め
て
袋
井
元
気
ク
ラ
ブ
へ

加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
仮
に
本
年
度
愛
好
会
に
加
入

し
て
も
、
本
年
度
分
の
カ
ラ
オ
ケ

機
器
の
借
り
上
げ
料
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
が
増
え
れ
ば
、
来
年
度
以
降

の
メ
ン
バ
ー
一
人
当
た
り
の
費
用

負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
、
加
入
し
た
い
と

い
う
方
や
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
活
動
し
た
い
と
い
う

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
袋
井
市
の
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。「
場
所
は
ど

こ
？
」、「
ど
う
す
れ
ば
加
入
で
き

る
の
？
」、「
機
器
の
借
り
上
げ
料

の
負
担
金
っ
て
一
人
い
く
ら
く
ら

い
な
の
？
」
な
ど
と
い
っ
た
お
尋

ね
に
お
答
え
し
、
現
在
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
入
り
た

い
と
い
う
方
に
は
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

自
分
た
ち
だ
け
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
み
た
い
と
い
う
方
々
に
は
そ
の

方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

のススメのススメ

心と身体に「うた」がいい。心と身体に「うた」がいい。

健康カラオケ健康カラオケ
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

第20回

シニアクラブ袋井市  グラウンド・ゴルフ大会シニアクラブ袋井市  グラウンド・ゴルフ大会

　6 月 10 日（水）に第 20 回グラウンド・ゴルフ大

会を開催しました。昨年は雨に泣かされ順延しまし

たが、今年は朝から快晴、熱中症を心配しながらも

嬉しい天候に、「もう少し雲があればいいのに」な

どと贅沢なことを言いながら準備を進めました。

　今年は、各地区での選考を経て、男性 89 名、女

性 51 名の計 140 名が参加し、暑さに負けない「熱

い戦い」が繰り広げられました。大会結果は右のと

おりです。

　今年の最高齢者賞は、男性が高尾地区睦町会の山

田光雄さん、女性も同じく睦町会の西川貴子さんと

睦町会のダブル受賞になりました。

今年の最高齢者今年の最高齢者
山田光雄さんと西川貴子さん山田光雄さんと西川貴子さん

順　位 氏　名 Ｈ 1 点　数 単位クラブ名
優　勝 榛葉　雅明 1 54 祥友会
2　位 今川　良元 2 54 徳光健友会
3　位 石原多多良 2 55 浅羽北シニアクラブ
4　位 長沼　秀幸 2 56 山栄会
5　位 永田　新作 2 58 山栄会

順位表　男性

順　位 氏　名 Ｈ 1 点　数 単位クラブ名
優　勝 井口　容子 1 57 睦町会
2　位 井上あつ子 2 59 方丈ふるさとクラブ
3　位 内山　早苗 1 59 袋井元気クラブ
4　位 堀内はな子 61 太田交友会
5　位 岡田倭文子 1 65 浅羽北シニアクラブ

順位表　女性
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６
月
24
日
・
25
日
の
２
日
間
、
隣
の

掛
川
市
で
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
奥
之
山
会
長
、
鈴
木
あ
さ
子
副
会

長
は
静
岡
県
連
合
会
役
員
と
し
て
、
寺

井
副
会
長
、
山
田
副
会
長
、
渡
邉
常
任

理
事
、
中
村
常
任
理
事
、
事
務
局
の
金

原
と
鈴
木
が
聴
講
者
と
し
て
合
わ
せ
て

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の
郷

に
、
１
都
９
県
の
連
合
会
と
都
県
連
合

会
に
属
さ
な
い
５
市
の
連
合
会
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
参
加
者
を

合
わ
せ
て
２
８
０
名
余
が
参
加
す
る
盛

大
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
掛
川
市
長
や
県
幹
部
職

員
が
出
席
し
た
開
会
式
の
後
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
と
参
事
の

お
二
人
か
ら
、「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
振
興
に
向
け
て
」
と
題
し
た
基

調
報
告
が
あ
り
、
終
了
後
、
静
岡
産
業

大
学
の
小
泉
祐
一
郎
学
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
た
静
岡
県
内
の
静

岡
市
と
磐
田
市
の
２
単
位
ク
ラ
ブ
と
長

泉
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
県
外

茨
城
県
牛
久
市
の
刈
谷
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
活
動
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ブ
か
ら
、
地
域
の
こ
と
、
自

分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
現
状
、
取
り
組

ん
で
き
た
事
業
の
経
過
と
今
後
の
展

望
、
課
題
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
創
意
工
夫
で
成
果

を
あ
げ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
の
活
動
の
参
考

に
あ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
発
表
者
に
熱
が
入
り
す
ぎ

て
、
予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
、 

発
表
終
了
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

時
間
は
短
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

各
ク
ラ
ブ
に
質
問
を
投
げ
掛
け
、
回
答

を
聞
く
だ
け
の
形
と
な
り
、
十
分
な
議

論
は
で
き
な
い
ま
ま
消
化
不
良
で
終
了

し
た
感
が
あ
り
、
こ
う
し
た
会
議
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
長
年
各
都
県
連
合
会
の

役
員
を
務
め
ら
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
終
了
後
、
文
化
教
養
講
座

と
し
て
、「
古
来
日
本
音
楽
検
証
」
を

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

事
務
局　

金
原　

正
佳

事
務
局　

金
原　

正
佳

テ
ー
マ
に
、
吟
詠
家
で
尺
八
奏
者
の
富

士
宮
市
出
身
の
前
田
健
志
さ
ん
を
講
師

に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
20
代

と
若
い
講
師
で
し
た
が
、
幼
い
頃
か
ら

詩
吟
や
尺
八
を
習
い
、
最
近
で
は
琵
琶

の
演
奏
も
習
得
す
る
な
ど
、
日
本
古
来

の
文
化
を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
が
ん

ば
る
姿
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。 

　

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
、
第
一
部
で

は
袴
姿
で
詩
吟
を
吟
じ
、
尺
八
や
琵
琶

を
演
奏
し
、
第
二
部
で
は
白
い
タ
キ

シ
ー
ド
姿
で
演
歌
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
歌
謡

の
熱
唱
な
ど
、「
講
演
」
と
い
う
よ
り

も
「
公
演
」
に
近
い
内
容
で
、
90
分

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

閉
会
式
で
は
、
来
年
度
は
静
岡
市
連

合
会
が
主
催
団
体
と
な
り
、
静
岡
市
で

開
催
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。開
催
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、

皆
様
に
情
報
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
事
務
局

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（9）第 43 号 令和 8 年 8 月



私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

新
し
い
単
位
ク
ラ
ブ
の
ご
紹
介

新
し
い
単
位
ク
ラ
ブ
の
ご
紹
介

「
深
友
会
」
が
加
入
し
ま
し
た
！

「
太
田
交
友
会
」
を
紹
介
し
ま
す
！

　

深
見
北
自
治
会
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
な
く

な
っ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
非
常
に
残
念
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
地

域
を
守
る
活
動
は
高
齢
者
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お

り
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
充
実
と
人
生
１
０
０
年
時

代
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
、
体
を
動
か
し
語
り
合

い
楽
し
く
過
ご
す
時
間
を
作
り
た
い
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
で
ん
で
ん
体
操
の
説
明
会
で
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
「
ぜ
ひ
、
や
り
た
い
」
と
い
う
意
見
を
聞

き
始
め
ま
し
た
。早
い
も
の
で
３
年
に
な
り
ま
す
が
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
か
ら
話
が
あ
り
、
深
見
北
で

も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
作
り
活
動
を
始
め
よ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
り
、
こ
の
度
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市

の
奥
之
山
隆
会
長
、
今
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
の
久

野
誠
一
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
で
ん
伝
体
操
な
ど
毎
週
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
仲
間
男
女
18
名
で
、
深
見
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

「
深
友
会
」
を
作
り
、
楽
し
く
交
流
し
健
康
づ
く
り

に
励
ん
で
い
こ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
面
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、で
ん
伝
体
操
を
毎
週

定
期
的
に
行
い
、定
例
会
、輪
投
げ
、親
睦
会
な
ど
開
催

し
な
が
ら
地
道
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
の
皆
さ
ん
に
、温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
「
太
田
交
友
会
」
は
、
会
員
数
23
名
（
男

性
11
名
・
女
性
12
名
）
で
、
こ
れ
ま
で
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
は
加
盟
し
な
い
で
、
単
独
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
中
心
と
し
た
活
動
と
、
毎
月
一
回
の
定
例
会

を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
５
月
と
10
月
の
年
２
回

の
自
治
会
館
や
そ
の
周
り
の
草
取
り
と
、
健
康
増
進

の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
な
ど
で

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
元
気
が
な
く

「
眠
っ
て
い
る
」
様
な
状
態
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
の
「
押
し

掛
け
会
員
獲
得
運
動
」
に
出
会
い
、４
名
ほ
ど
が
「
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
参
加
し
、
本
年

度
か
ら
は
正
式
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
に
加
盟
し

ま
し
た
。
今
後
は
、「
楽
し
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
を

目
指
し
会
員
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
お
伝
え
し
、
親
睦

を
図
り
地
域
で
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
人
や
単
位
ク
ラ
ブ
の

役
員
な
ど
の
受
け
手
が
少
な
く
、
苦
労
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
わ

り
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
だ
な
と

思
う
よ
う
な
明
る
く
て
元
気
な
ク
ラ
ブ
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
長　

柳
澤　
　

進

会
長　

長
島　

孝
治
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

単 位 ラク ブ 紹 介

シニアクラブ「祥友会」のご紹介 会長　鈴木　孝兒

　私たちが所属しているシニアクラブ「祥友会」は、
袋井市北地区にある堀越上・堀越下（現堀越 1・2・3・
5 丁目）自治会内に在住する、概ね 65 歳以上の希望
者で構成されています。
祥友会のプロフィール
　・会員数：31 名（男性 21 名／女性 10 名） 
　　※令和 8 年 4 月 1 日現在
　・年齢層：71 歳 ～ 91 歳 （平均年齢 82.2 歳）
　・歴史と由来：平成 13 年に 36 名で発足し、今年
で 25 年という伝統があります。また、会名の「祥」は、
地元にある『祥雲山海蔵寺』に由来しています。
主な活動内容（昨年度実績）
1. 奉仕・地域交流活動
・海蔵寺境内の清掃奉仕作業（年 5 回）
・こども園（若葉・若草）
との交流会（輪投げ、コマ
回し、お手玉、折り紙など）
2. スポーツ・趣味クラブ活動
（大会参加）
・趣味クラブ活動：グラウ
ンドゴルフ、輪投げ
・各種大会への参加 ： 北地区
若鷺会と袋井市主催のグラウンドゴルフ・輪投げ大会
3. 研修・親睦イベント
・若鷺会日帰り旅行（年 2 回）
・祥友会新年会、山科山栄会との合同研修会
・市会員研修会、市文化祭作品展（くす玉作り講習会・
制作）　他
元気の秘訣『３よく行動』
　祥友会では、いつまでも若々しく健康であるために、
以下の『3よく行動』を実践しています。

1. よく体を動かす　2.よく会話する　3.よく笑う
　日本の健康寿命（男性 72.57 歳／女性 75.45 歳）
を大きく超える会員が多数派ですが、皆さん脳も体も
とても元気です。これは、日々の活動や飲みニケーショ
ンを通じてたくさん笑うことで、免疫力の向上、脳の
活性化、ストレス低減が図られている成果だと実感し
ています。
今後の課題とこれからの目標
◆現在の課題
　会員数が、ピーク時（平成 23 年度：83 名）に比べ
近年加速度的に減少しています。高齢による退会に加
え、70 代の就業増等で新規入会者が少ないことが原
因として挙げられます。
◆令和8年度の展望と目標
　令和 6・7 年度に 29 名まで減少した会員数ですが、
令和 8 年度は 31 名へと微増し、底を打ちました。ま
ずは「趣味クラブへ体験入会してもらい、時間をかけ
てシニアクラブへ誘う」というアプローチが功を奏し
始めています。
　本年度はさらに以下の目標を掲げ、笑いの絶えない
楽しい活動を継続してまいります。
　★趣味クラブをさらに「1 つ」増やす
　★会員数「5 名増」を目指す

若鷺会日帰り旅行くす玉作り講習会
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

　

一
日
の
日
課
は
ボ
ケ
防
止
対

策
で
始
ま
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く

お
誘
い
の
な
か
っ
た
中
学
校
時

代
の
同
窓
会（
同
学
年
だ
け
の
）

が
何
年
か
ぶ
り
に
開
か
れ
出
席

し
た
。
学
年
全
部
が
対
象
だ
っ

た
が
、
出
席
者
は
全
体
の
四
分

の
一
程
度
、
多
く
の
人
が
何
年

か
ぶ
り
の
再
会
で
あ
り
、
中
に

は
何
十
年
か
ぶ
り
と
い
う
人
も

あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

に
年
齢
を
重
ね
、
分
け
隔
て
な

く
老
人
に
な
っ
て
い
た
。
中
に

は
「
オ
ッ
！
」
と
驚
く
よ
う
な

ボ
ケ
防
止
対
策
は

新
聞
の
運
勢
欄
で

１
９
４
２　

午
年
生
ま
れ

一
投
稿
者

小
さ
な
し
あ
わ
せ

団
塊
の
世
代
の
一
員

　

一
番
安
い
良
薬
か
な
？
漫
談

家
き
み
ま
ろ
さ
ん
で
は
な
い

が
、「
あ
な
た
も
私
も
中
高
年　

ま
だ
ま
だ
老
け
こ
む
に
は
早
す

ぎ
る　

長
生
き
は
し
た
く
な
い

と
い
い
な
が
ら
、
酒
と
た
ば
こ

を
断
ち
栄
養
剤
を
飲
み
、
今
は

年
の
取
り
方
を
し
て
い
る
人
も

い
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
人

生
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
、

第
二
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
る

様
子
が
よ
く
わ
か
っ
た
。ま
た
、

「
物
故
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
も
思
い
の
ほ
か
多
く
、
歳
月

の
流
れ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
機
会
に
、
自
分
自

身
が
歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返

え
っ
て
み
る
と
、
決
し
て
順
風

満
帆
な
人
生
と
は
言
え
な
か
っ

た
が
、
ま
だ
こ
う
し
て
元
気
で

い
ら
れ
る
こ
と
、
金
持
ち
に
も

特
別
立
派
な
人
間
に
も
な
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
大

き
な
病
気
や
怪
我
も
な
く
過
ご

歯
医
者
通
い　

人
生
は
楽
し
み

が
必
要
と　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
と
輪
投
げ
か
な
、
は
た
ま

た
カ
ラ
オ
ケ
か
な
、
こ
れ
も
長

生
き
の
秘
訣
」

　

そ
ん
な
中　

同
報
無
線
が
一

斉
に
鳴
り
わ
た
る
、「
ど
こ
ど

せ
た
こ
と
、
家
庭
を
持
て
た
こ

と
、
家
族
と
穏
や
か
に
過
ご
す

時
間
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

今
、
孫
た
ち
を
相
手
に
過
ご
す

時
間
を
持
て
た
こ
と
は
、
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
し
あ
わ
せ

だ
。

　

何
十
年
も
前
の
番
組
名
も
覚

え
て
い
な
い
よ
う
な
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
で
耳
に
し
た
、「
小
さ
な

し
あ
わ
せ
を
し
あ
わ
せ
だ
と
思

え
な
い
ヤ
ツ
に
し
あ
わ
せ
に
な

る
資
格
は
な
い
！
」
と
い
う
言

葉
が
妙
に
印
象
に
残
り
、
以
来

そ
の
言
葉
を
人
生
訓
と
し
て
い

る
が
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の
人

生
が
そ
の
小
さ
な
し
あ
わ
せ
の

積
み
重
ね
だ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
い
ず
れ
こ
ん
な
小
さ
な
し

あ
わ
せ
も
終
わ
り
の
日
が
や
っ

て
く
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ま
で
は

健
康
に
注
意
し
て
、
元
気
に
こ

の
し
あ
わ
せ
を
味
わ
っ
て
い
き

た
い
。

　

何
年
か
ぶ
り
か
の
同
窓
会

は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
る
よ
い
機
会
に
な
っ

た
。
今
回
同
窓
会
に
元
気
で
参

加
で
き
た
こ
と
も
小
さ
な
し
あ

わ
せ
だ
っ
た
。
会
の
終
わ
り
に

「
次
回
は
〇
年
後
だ
か
ら
、
そ

れ
ま
で
元
気
で
！
」
と
い
う
呼

び
か
け
も
あ
っ
た
。
小
さ
な
し

あ
わ
せ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

次
回
、
ま
た
元
気
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

会
員
か
ら
の
投
稿

こ
の
○
○
さ
ん
が
、
昨
日
か
ら

出
か
け
た
ま
ま
、帰
り
ま
せ
ん
」

「
発
見
さ
れ
ま
し
た
」、「
無
事

に
帰
宅
し
ま
し
た
」
な
ん
で
私

よ
り
若
い
の
に
と
、
自
分
に
当

て
は
め
「
一
抹
の
不
安
」
を
感

じ
ま
す
、
年
だ
な
ぁ
ー
、
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

　

人
生
の
峠
を
越
え
た
今
、
ゆ

っ
く
り
と
坂
道
を
下
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

　
「
は
ざ
掛
け
の
、
前
で
お
に

ぎ
り
頬
張
る
、
我
か
な
」
こ
ん

な
人
生
を

　

人
と
の
付
き
合
い　

老
人
会

は　

出
逢
い
の
楽
園
で
は
な
い

か　

折
角
楽
し
い
出
逢
い
の
場

を
何
で
仲
間
に
な
ら
な
い
の

か
、
仲
間
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

こ
ん
な
こ
と
も
無
い
の
に
、
こ

ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
…
…

　

人
の
世
話
に
な
ら
ず
毎
日
が

元
気
で
、
私
は
「
生
ま
れ
た
干

支
の
運
勢
」
を
書
き
写
す
、
こ

れ
を
毎
日
の
日
課
に
し
て
い
ま

す
　

身
近
な
新
聞
の
活
用
、
此
の

年
に
な
る
と
、
読
み
は
何
と
か

な
っ
て
も
、
さ
っ
ぱ
り
字
が
出

て
こ
な
い　

顔
は
解
る
が
人
の

名
前
は
す
ぐ
に
出
な
い
、
ボ
ケ

が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
な
？

　

現
代
社
会
は
Ｉ
Ｔ
時
代
、
若

者
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
を
使
い
こ
な
せ
る
が
、
私
達

の
時
代
は
せ
い
ぜ
い
ワ
ー
プ

ロ
、
働
き
続
け
て
高
度
社
会
へ

切
り
替
え
、
体
は
使
う
が
頭
は

か
ら
っ
き
し
、
そ
れ
が
嫌
で
早

期
退
職
か
？

　

毎
朝
必
ず
、
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
運
勢
」
手
本
に
。

　

背
伸
び
を
し
て
も
長
く
は
続

き
ま
せ
ん
、
自
分
の
生
ま
れ
た

干
支
の
運
勢
を
手
帳
に
、
ほ
ん

の
20
字
ぐ
ら
い
、
今
日
の
予
定

を
確
認
、
字
を
読
み
写
す
こ
と

で
満
足
感
を
。
書
き
出
し
た
手

帳
も
す
で
に
６
冊
、
続
け
る
こ

と
の
楽
し
み
で
す
。
休
刊
日
は

手
帳
に
書
か
な
い
の
で
予
定
を

時
々
忘
れ
る
、
こ
れ
も
ボ
ケ
か

な
？
新
聞
は
、
私
に
と
っ
て
は

一
番
安
い
ボ
ケ
防
止
対
策
の
良

薬
で
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
、職
場「
温

室
」
へ
行
く
の
に
軽
ト
ラ
ッ
ク

通
勤
を　

今
で
は
毎
日
「
一
日

１
万
歩
」を
目
標
に
徒
歩
通
勤
、

今
日
も
健
康
管
理
何
時
ま
で
続

く
や
ら
。

徳
を
活
か
せ

一
言
言
三

　

二
宮
尊
徳
は
「
物
や
人
に
は

か
な
ら
ず
徳
が
あ
る
」
と
説
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
、《
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋

井
市
だ
よ
り
》
に
も
多
く
の
徳

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

文
章
に
よ
っ
て
、

①
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
の
考

え
方
を
伝
え
ら
れ
る
。

②
活
動
の
経
過
、
実
績
を
伝
え

ら
れ
る
。

③
会
員
の
考
え
、
提
案
を
伝
え

ら
れ
る
。

④
会
員
の
日
々
や
趣
味
の
成
果

を
披
露
出
来
る
。
等
々
で
す
。

し
か
し
二
十
一
年
続
き
、

四
十
三
号
と
な
っ
た
、こ
の「
た

よ
り
」
に
変
化
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
、
最
近
、
会
員
か

ら
の
投
稿
や
会
員
文
芸
の
投
稿

が
非
常
に
減
っ
た
事
で
す
。

　

千
人
弱
の
会
員
で
、物
事
を
決

め
る
会
議
に
参
加
出
来
る
の
は

三
十
人
程
度
の
役
員
の
み
で
す
。

　

誰
も
が
自
分
の
意
見
や
ア
イ

デ
ィ
ア
、
趣
味
の
成
果
な
ど
を

投
稿
出
来
る
場
所
と
し
て
「
た

よ
り
」
を
も
っ
と
も
っ
と
有
効

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

文
章
が
苦
手
。

　
「
大
丈
夫
で
す
。
誰
も
プ
ロ

と
思
っ
て
い
な
い
か
ら
」

　
「
た
よ
り
」
製
作
側
に
も
お

願
い
し
ま
す
。

　
〈
ク
イ
ズ
を
載
せ
て
賞
金
を
、

活
性
化
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
案
募
集

と
か
、優
秀
記
事
の
表
彰
な
ど
〉

投
稿
記
事
が
増
え
る
よ
う
な
、

何
か
仕
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
だ
よ

り
」の
徳
を
活
か
す
た
め
に
も
。
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
の
宝
庫

「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
の
宝
庫

事
務
局
よ
り

　

作
家
の
阿
刀
田
高
さ
ん
の

エ
ッ
セ
ー
の
中
に
、「
老
人
に

は
『
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
』
が
大
切
な

ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」と
は「
教

養
」
で
は
な
く
て
「
今
日
用
」。

つ
ま
り
今
日
、
用
が
あ
る
か
ど

う
か
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

に
買
い
物
に
行
く
と
か
、
今
日

は
誰
か
が
訪
ね
て
来
る
と
か
、

そ
ん
な
大
し
た
用
事
で
は
な
く

て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
に

リ
ズ
ム
が
生
じ
、
張
り
合
い
が

生
ま
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
こ
れ
は

誰
の
言
葉
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、「
老
人
に
こ
そ
『
キ
ョ
ウ

イ
ク
』
が
必
要
だ
」
と
聞
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、

「
教
育
」
で
は
な
く
て
「
今
日

行
く
」。
今
日
、
行
く
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
友

だ
ち
に
会
い
に
行
く
、
買
い
物

に
行
く
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会

合
に
行
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
や
輪
投
げ
、
カ
ラ
オ
ケ
の

練
習
に
行
く
な
ど
、
今
日
行
く

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、「
キ
ョ
ウ

ヨ
ウ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ

だ
け
で
一
日
が
充
実
し
た
も
の

に
な
る
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
は
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と

「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
の
宝
庫
、
自

分
で
探
さ
な
く
て
も
、「
キ
ョ

ウ
ヨ
ウ
」
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」

が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
き
ま

す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
で

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
「
キ
ョ
ウ
ヨ

ウ
」
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど

う
か
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
に
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令和の熱中症対策 　今年の夏は、昔とは違う暑さです。「まだ大丈夫」とは
思わず、早めの対策を心がけましょう。
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

俳
句

　
　

今
井
地
区　

今
井
文
芸
く
ら
ぶ　

右
島　

進
代

梅
雨
時
の
我
の
た
の
し
み
読
書
か
な

カ
ラ
オ
ケ
や
古
き
思
い
で
同
級
生

青
空
を
白
き
雲
た
ち
走
っ
て
る

　

今
井
地
区　

今
井
文
芸
く
ら
ぶ　

山
田　

秀
子

露
草
や
雫
が
キ
ラ
リ
ま
た
キ
ラ
リ

見
つ
め
合
う
愛
犬
か
わ
い
目
に
私

夏
日
和
り
縁
に
う
た
た
ね
犬
と
夫
と

今
井
地
区　

今
井
文
芸
く
ら
ぶ　

武
井　

繁
雄

つ
つ
じ
園
老
い
が
二
人
の
腕
く
ま
せ

雑
草
の
青
に
隠
れ
て
青
ガ
エ
ル

夏
風
呂
や
固
形
の
草
津
ゆ
び
間
か
ら

　

今
井
地
区　

延
友
会　

只
内　
　

勲

大
銀
杏
左
右
に
ゆ
れ
て
土
俵
入

梅
雨
入
り
て
水
田
の
稲
や
や
わ
ら
か
き

紫
陽
花
の
色
変
り
ゆ
く
五
月
雨

　

袋
井
北
地
区　
弥
生
会　

鈴
木
あ
さ
子

冬
の
雲
降
車
ボ
タ
ン
を
押
し
に
け
り

日
向
ぼ
こ
り
無
口
な
る
地
球

母
の
日
や
も
一
度
母
に
呼
ば
れ
た
し

川
柳

今
井
地
区　

延
友
会　

只
内　
　

勲

大
相
撲
熱
海
富
士
に
は
翠み

ど
り
ふ
じ

富
士

汗
に
ぎ
る
大
鵬
柏
戸
大
相
撲

袋
井
元
気
ク
ラ
ブ　

杉
本　

昭
代

タ
ッ
チ
し
て
帰
る
慰
問
も
二
十
年

鍵
当
番
作
り
世
話
役
一
区
切
り

行
か
な
く
ち
ゃ
動
か
な
く
ち
ゃ
と
鞭
を
打
つ暴

走
老
人

若
い
こ
ろ
暴
走
し
た
道
今
逆
走

若
い
こ
ろ
元
気
も
あ
っ
た
し
毛
も
あ
っ
た

つ
い
に
来
た
忘
れ
た
こ
と
さ
え
忘
れ
て
た

ご投稿のお願い
　会報紙「シニアクラブ袋井市だより」に、
あなたの作った文章や、短歌・俳句・川柳な
どの文芸作品をご投稿ください！
　写真作品や、書、絵画なども歓迎いたします。
　あなたの地域のシニアクラブ活動のことや、
日々感じること、表現したものを、「シニアク
ラブ袋井市だより」を通じて発信しましょう！

【送り先】シニアクラブ袋井市事務局
袋井市久能 2370番地の１
福祉団体共同事務所 203号
電話番号：0538-43-8310

会
員
文
芸

会
員
文
芸

スポンサーへのお礼　「シニアクラブ袋井市だより」発
行に際しまして、ご協賛頂きましたスポンサー各位に厚
く御礼申し上げます。本紙は会員のさらなる健康増進、
生きがいの向上、会員相互の親睦などを願って発行する
ものであります。これらの趣旨をご理解いただき、今後
とも温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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私たちはシニアクラブ袋井市の活動を応援しています

清水伸江さん

　これまでは家事に専念してい

る毎日だったが、公会堂でやっ

ている「でんでん体操」に参加

した際、終わった後にシニアク

ラブの輪投げに誘ってもらい、

みんなの笑顔の中で楽しい時間を過ごすことが

できたのが入会のきっかけ。

　グラウンド・ゴルフや輪投げなど、入ったら

本当におもしろいし、楽しいことがいっぱい。

役員の皆さんも親切で、今まで家の中にばかり

いたが、外に出たらこんなに楽しいなんて、本

当にうれしい。何でもっと早くに加入しなかっ

たのかなと思っている。

　最近は家の仕事をしていると、家族から「ゴ

ルフに遅れるよ」と言ってもらえたり、嫁がも

らってきた賞品を机に飾ってくれるなど、家族

の後押しもあってうれしい！

　今、私は 82 歳、夫が亡くなった年齢と同じ

年齢になったけれど、私はまだ生かされている。

まだまだこれからシニアクラブでいろいろな人

と知り合って楽しんでいきたいと思っている。

永田久子さん

　誘われてグラウンド・ゴルフ

をやってみたら、本当に楽しく

て、私はグラウンド・ゴルフに

惚れちゃったというのがシニア

クラブ入会のきっかけ。

　ボールがとんでもない方向に飛んでいってし

まったり、草むらに入ってしまって打てなく

なったりしたこともあったけれど、先輩方に

ルールや打ち方を教えてもらいながら日々精

進、ホールインワンで思わずガッツポーズをし

たり、いいスコアが出たときは一日気分爽快で、

グラウンド・ゴルフのある日が毎回楽しみ。

　清水さんと同じで、もっと早くシニアクラブ

に加入していればよかったと思っている。

　本年度新たにシニアクラブに加入されたお二人に、シニアク
ラブの活動について感想をお聞きしました。お答えくださった
のは、新屋シニアクラブの清水伸江（しみずのぶえ）さんと永
田久子（ながたひさこ）さんのお二人です。

新入会員に

聞きました。

【事務局から】
　お二人とも、誘われてシニアクラブの活動に参加した
のが入会のきっかけでした。会員の皆さんの周りにも、
きっと誘えば参加し、それが縁で入会してくれる人がい
ると思います。身近な方にお声掛けをお願いします。
【追伸】
　お二人から「奥之山会長が笑顔と笑いが絶えない良い
雰囲気をつくってくれているのが素晴らしい」とのお声
もいただきました。


